


I 以下の英文を読み、 各設問に答えなさい。

Janet and Don Burleson were visiting New York City when they were struck with a flash of 
(1) 

� ミi虚. Janet had been a horse trainer for 30 years, and she watched in wonder as the horses 

they rode on a Central Park 1trail ride seemed to be able to read the traffic and know when to 

cross the street. Janet remembered watching a blind rider whose horse was able to 2navigate a 

series of obstacles, keeping the rider totally safe. She got home and experimented with her own 

3miniature horse, Twinkie. The idea for using miniature horses as 4guide horses for the blind

was born. 

Guide horses offer an interesting 5alternative to 6guide dogs. Obviously, a guide horse won't 
(2) 

work for every setting. They need to be able to live outside when they are off duty. Their 

larger size might not work as well in large city settings. But they offer some unique benefits. 

To a person concerned about the shorter 7lifespan of their guide dog, a guide horse has a much 

longer lifespan. It's also a great alternative for a person with dog 8allergies. 

吋he Burlesons Twinkie / an experiment / as / training / began. They found her willing and 
(3) 

easy to train and able to navigate different situations. There were a few problems. The first 

time she went inside the grocery store, she grabbed a chocolate bar off the shelf! 

Dan Shaw had suffered from declining vision for nearly 30 years. He knew he would need 

the help of a 10service animal or some kind of support. He didn't want to get a dog, as he had 

recently lost his family dog and found it such a sad event. He knew it would be even more 

heartbreaking to lose a dog that was his partner in sight. When he heard about the concept of a 

guide horse, Dan was immediately interested. He ( A )  the Burlesons and applied to be the 

first person to receive a guide horse. 

The Burlesons selected a miniature horse named Cuddles to be Dan's partner. She went into 

hard training before she and Dan met for the first time. When she was ready, Dan flew to meet 

her. They worked together for over a month, navigating crowded stores and even an airport! 

When they were ready, Cuddles went home with Dan, ( B )  he had a 11 barn and a 12 pasture 

ready for her. 

With Cuddles by his side, Dan is able to navigate easily through his daily life in his small 

town. Cuddles is trained to do everything a guide dog would do. She Dan / town / assists / 
(4) 

walking/ through / with, alerts him to step up or down, and will even stop moving forward if she 

(C ) danger ahead. Dan feels incredibly lucky to have been paired with Cuddles. Not only 
(5) 

has she allowed him to live a more independent life, but they also share a竺pecial bond. "We are 

one now. We are a good team," he says. 

The miniature horses selected for training must have a trainable, easy-going personality. 

-1- ◇ M3(321-21)

著作権保護の観点から
掲載しません。



The training program takes about eight months. They are trained to lead and to respond to 

voice commands. They are also 13potty-trained! They learn to go to the door and 14tap a 15hoof 
(6) 

to alert their owner that they need to go outside. Speaking of hooves, these little horses also 

wear tiny sneakers to prevent them from slipping. Some blind people think the horses'hooves 

are a benefit over dogs'feet because you can hear the 16clip-clop on the ground, which makes 

them more ( D )  of their surroundings. 

Guide horses are recognized as service animals, meaning they would be allowed to go in 

stores, restaurants, and anywhere a guide dog could go. Dan says that he has never been 

somewhere that didn't allow Cuddles. While it may be a while before guide horses are as 
(7) 

common as guide dogs, this is a clever alternative for those who need one. The Burlesons'goal 

is to create a safe, cost-effective alternative for 17 mobility to help those who are 18vision­

impaired. And who doesn't love to see a charming miniature horse walking down the street, 
(8) 

helping to make someone's dream of independence come true? 

注

(Jesse Sullivan, Spectacular Stories for Curious Kids Animals Edition, modified) 

1trail ride: 散策路を馬に乗って巡ること

2 navigate: (困難や障害物などを）うまく切り抜ける、 通り抜ける

3 miniature: 小型種の

5 alternative: 代わりとなるもの

7lifespan: 寿命

, the Burlesons: Burleson 一家

11barn: 家畜小屋

13 potty-trained: 用便のしつけができた

15hoof (hooves): ひづめ

17 mobility: 自由な移動、 機動性

4 guide horse: 盲導馬

6guide dog: 盲導犬

8allergy: アレルギ ー

10 service animal: 介助動物

12pasture: 牧草（地）

14tap: (~で）軽くたたく、 コッコツと音を立てる

16 clip-clop: パカパカという音

18vision-impaired: 視覚障害のある

問l 下線部(1)の具体的な内容を述べなさい。

問2 下線部2)について、 盲導犬の代わりとして盲導馬の方が適していない点2つと適している点

2つをそれぞれ30字以内で述べなさい。

問3 下線部(3)の語を並べ替えて、 適切な英文を完成しなさい。

設問は次のペ ー ジにもあります。
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II 以下の文章を読んで設問に答えなさい。

アリの生存戦略と進化する細菌ーハキリアリ

北米東南部から中南米にかけて、 ハキリアリというアリが棲んでいる。 ハキリアリは名前のとお

り、 葉を切るアリだ。 どうして葉を切るのかというと、 切った葉を使って農業をするのである。 ハ

キリアリの農業が進化したのはおよそ5000万年前と考えられるので、 人間の農業よりもはるかに

古い。

ハキリアリは葉を切って巣に運ぶ。 葉を運ぶ道は決まっていて、 ある種のハキリアリでは平らに

ならされた道が100メ ートルも延びているらしい。 葉を運ぶハキリアリとは別に、 小型働きアリと

呼ばれるハキリアリが道の脇をパトロ ー ルしていて、 さらに巣は兵隊アリがしっかりと守ってい

る。 警備された安全な道を、 しかも平らにならされた歩きやすい道を使って葉を運ぶので、 とても

効率がよい。 たいてい菓のほうがハキリアリより大きいので、 まるでたくさんの葉が自分で地面を

歩いていくように見える。

(1) 

このようなハキリアリの農業は、 しばしば起こる食料不足を解決する方法として進化した可能性

が高い。 農業によってハキリアリは、 700万匹を超える巨大なコロニ ーを作れるようになった。

抗生物質耐性菌の脅威

このようなハキリアリのキノコ畑にとっての脅威は、 おもに2つある。

一つは他のアリによって畑を略奪されることだ。 たとえば、 フタフシアリの一種は、 ハキリアリ

の巣に押し入って畑を奪いとると、 自分たちの畑として手入れを始めるようだ。 その場合は可哀想

なことに、 ハキリアリの幼虫はフタフシアリの幼虫のエサになる。 あるいは、 グンタイアリによっ

て巣が陥落させられることもある。 グンタイアリとハキリアリの戦いは激しく、 双方に多くの死者

を出すらしい。 そしてハキリアリが負ければ巣は悲惨なことになってしまう。

脅威の2つ目は、 病原茜が侵入することである。 ほぼ密閉された空間である巣の中に病原菌が蔓

延すれば畑は朽ち果ててしまうだろう。 そのため、 ハキリアリは、 キノコ畑の手入れを怠らない

上に、 何種類かの抗生物質を使っているようだ。 ハキリアリの体に付着している細菌が分泌する抗

生物質を利用するだけでなく、 ハキリアリ自身も抗生物質を分泌するらしい。

ハキリアリが約5000万年前に農業を始めたとして、 それ以来ずっと同じ抗生物質を使っている
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かどうかはわからない。 しかし、 少なくともここ数百万年は同じ抗生物質を使っている可能性があ

る。 考えてみれば、 これは不思議な話だ。 ずっと同じ抗生物質を使っていると、 それに耐性を持っ

た病原菌が現れてくることが知られている。 人類が抗生物質を発見したのは1928年だが、 それを

医学的な治療に広く用いるようになったのはそれより後だ。 つまり人間は、 抗生物質を使い始めて

からまだ数十年しか経っていない（正確には、 微生物が作ったものを抗生物質といい、 人間が薬剤

として作ったものは抗菌薬という。 しかし、 ここでは抗菌薬も含めて抗生物質と呼ぶことにす

る）。 それにもかかわらず、 ほぼすべての抗生物質に対して、 すでに耐性菌が現れている。

イギリス政府から委託されたジム ・ オニ ー ルによる報告によれば、 耐性菌による死者は増え続
(2) 

け、 2050年には世界全体で1000万人にもなるという。 抗生物質を使い続けていると、 すぐに耐性

菌が進化してしまうわけだ。 それなのに、 なぜハキリアリは同じ抗生物質を使い続けていられるの

だろう。

耐性菌にも弱みがあった

ある抗生物質 A によって、 ある種の細菌が死ぬとしよう。 もし、 世界中で A が使われるように

なれば、 A( ① ）の細菌（抗生物質 A で死なない細菌）が世界中に広まるだろう。 一方、 世界中で

まった<Aが使われていなければ、 A( ② ）の細菌（抗生物質Aで死ぬ細菌）が世界中に広まる

だろう。 これは当たり前に思えるが、 もう少し考えてみよう。

A 感受性の細菌がいるとする。 しかし、 細菌にはときどき変異が起きる。 細菌の個体数はものす

ごく多いので、 なかには A 抵抗性に変異する個体もいる。 抗生物質 A をまったく使っていなくて

も、 A 抵抗性の細菌はときどき進化するのだ（これは実験的に確認されている事実である）。 しか

し、 この場合、 A( ③）の細菌が広まることはない。 もちろん抗生物質 A を使い始めれば、

A( ④ ）の細菌は死んでしまうので、 その結果A(⑤）の細菌が増えていくことになる。 で

も、 抗生物質Aを使わな け れ

ばA( ⑥）の細菌は増えて

いかないのだ。

よく考えてみると、 これは変

ではないだろうか。 抗生物質 A

を使っていれば、 A 感受性の細

菌が広まらないのは理解でき

る。 A 感受性の細南は死んでし

まうからだ。 でも、 抗生物質 A

を使っていないのであれば

A 感 受 性 の 細 菌 が 増 え て も

A 抵抗性の細菌が増えても、 ど

ちらでもよいのではないだろう

ti:) e 
抗生物質A A感受性の細菌 A抵抗性の細菌
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図l 抗生物質Aと、 A感受性細菌、 A抵抗性細菌の関係
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か。 しかし実際には、 A抵抗性の細菌が広まることはまずない。 どうしてだろう。
(3) 

細閑も生物なので、 物質やエネルギ ーを使って生きている。 この、 細閑が生きるために使える物

質やエネルギーの量（代謝量）は有限である。 そのため、 もし代謝量の一部をある抗生物質への抵抗

性のために使ってしまうと、 それ以外の生存のために使う代謝量が減ってしまう。 そのため、 抵抗

性の細菌は感受性の細菌より、 生存に関しては不利なのだ。 それが、 抵抗性を手に入れた代償なの

だ。 何も失わずに何かを得るなんて虫のよい話は、 ないのである。

ということで、 抗生物質Aが使われていない状況では、 A抵抗性の細菌よりA感受性の細菌が

有利になり、 増えていくことになる。 実際には、 ある抗生物質Aが世界中のすべての場所で使わ

れているという状況は、 まずない。 Aを使っている場所もあるし、 Aを使っていない場所もある。

そうであれば、 A感受性の細菌とA抵抗性の細茜が、 両方とも存在しているはずだ。 ただし、 そ

の割合は、 場所や時期によって異なるだろう。 Aがたくさん使われればA抵抗性の割合が増える

だろうし、 Aがあまり使われなくなればA感受性の割合がふたたび増えていくだろう。 このよう

にバランスを取りながら、 Aに対する抵抗性の生物も感受性の生物も存続していく。 そのためペニ

シリンに対する抵抗性を持つ細菌が進化しても、 ペニシリンがまったく使えなくなるわけではない

のである。

とはいえ、 抗生物質の使い過ぎ

は、 このバランスを、 抵抗性の生物

を増やすほうに傾ける。 現在の世界
(4) 

では、 抗生物質抵抗性の細菌による

死者が増加し続けているので、 抗生

物質を使い過ぎている可能性が高

い。 もちろ ん、 抗生物質を使うの

が、 いけないわけではない。 抗生物

質が多くの人命を救い続けているの

も事実であり、 人類の平均寿命が延

びた理由の一つが抗生物質の使用で

あることも間違いない。 どのくらい

抗生物質を使うべきなのか。 このあ

たりのバランスは難しいところである。

一 一

A抵抗性細菌が増える A感受性細菌が増える

A抵抗性の細菌もA感受性の細菌も存続する

図2 世界に目を向ければ、 A抵抗性細菌もA感受性細菌

も存続していくので、 抗生物質Aがまったく使えなく

なるわけではない

ハキリアリも、 数種類の抗生物質を使い分けたりして工夫しているので、 何とか同じ抗生物質で

やっていけるのだと考えられる。 抗生物質も万能ではないけれど、 耐性菌が現れたからといって

まったく使えなくなるわけではないのである。

（更科 功「世界一シンプルな進化論講義 生命・ヒト • 生物一進化をめぐる6つの問い」による

一部改変）
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